


年頭挨拶
2021年の輝かしい新年を迎え、謹んで年頭の御挨拶を申し上げます。
本誌御愛読の皆様をはじめとして、ステークホルダーの皆様の多大なる御支援、御協
力を頂き、本年も無事新年を迎えることが出来ました。旧年中に賜りました御支援、御協
力に深く感謝申し上げます。
一昨年の年末に中国政府が未知の感染症の存在を公表し、それから僅か数ヵ月で、世
界中が100年に１度の危機である新型コロナウイルスの感染拡大に見舞われました。新
型コロナウイルスの流行は衰えるどころか、拡大の一途を辿っており、残念ながら、世界
中の感染者数は今も増加傾向に有ります。
日本では、昨年４月７日に７都府県で始まった緊急事態宣言が、その後全国に拡大され、
外出自粛等、これまで一度も無かった生活上の大きな制約を経験することになり、昨年の
ゴールデンウイークは「スティホーム」週間に変わってしまいました。学校や仕事は勿論の
こと、買い物やスポーツ、レジャー等、これまでとは違う生活が今も続いております。
新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐためには、経済社会活動を抑制する必要が生じ、
世界中で外出禁止や外出自粛措置が取られましたが、それと同時にあらゆる製品やサービスの需要が消失し、昨年は、世
界経済に大きな影を落としました。日本の製造業にも多大な影響を及ぼし、多くの企業が生産調整を余儀無くされました。
昨年６月には、弊社も船外機の生産を一時休止し、生産調整を強いられる等、昨年は大変厳しい経営環境に晒されて来ま
したが、その間も、将来に向け、弊社では、ものづくりの原点である新製品の研究・開発投資だけは積極的に続けてまいり
ました。弊社マリン事業では「ボートをもっと素敵に楽しむために。」、又防災事業では「地域の防災力を創る。FOR 

EVERYDAY HEROES」をミッションに掲げ、「安全で環境に優しい製品」、「簡単で使いやすい操作性」を念頭に置き、皆様
のご期待に沿える様、日々開発業務を推進しております。
そして、船外機や可搬消防ポンプ等の弊社製品を通じ、豊かな社会づくりに少しでもお役に立てる様、今年も全社一丸

となって、新しい可能性への挑戦を続けてまいります。
最後になりますが、本年も弊社への変わらぬ御支援、御鞭撻を何卒宜しく御願い申し上げます。皆様の御健勝と御発展

を祈念致しまして、年頭の御挨拶とさせて頂きます。

RISCON危機管理産業展2020へ軽積載車（デッキバン）VF63AS搭載を出展
2020年10月21日～23日に開催されたRISCON危機管理産業展（東京ビッグサイト青海展示場）

へ「やまぐち産業振興財団」ブース内「（有）ちふりや工業」様の「カーパッくん」に軽積載車（デッ
キバン）を利用展示致しました。
「カーパッくん」とは緊急車両を自然災害の洪水・浸水から守る為、漂流物の衝撃により破損を
防ぐ「エアーマット」と浸水を防ぐ防災カバー
の二重構造で車両を包み込む新発想で「（有）
ちふりや工業」様が特許を取得し商品化した
機器です。
来場者の消防・日本郵政・気象庁等の各省
庁様からは是非とも導入を検討したいとのご
要望も寄せられ今後に期待を抱く結果となり
ました。
「（有）ちふりや工業」岩下社長様及び二川
様、大変お疲れ様でした。
 （防災課）

日向 勇美
トーハツ株式会社
代表取締役社長



千葉県夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部ポータブルアイソレーター６台納入
令和２年８月７日（金）ポータブルアイソレーターNGF-03-Ⅱ型を千葉県夷隅郡市の各消防署へ納入いたしました。現在全世界で猛威を振るって
いる新型コロナウイルスの対策として、感染の疑いのある患者様を搬送する際、職員の方々が濃厚接触者とならないことを目的とし購入していた
だきました。
救急車内にコロナウイルス感染の疑いがある患者様がいる場合、搬送中や搬
送後の救急車内の消毒や感染対策は細部にわたり対応する必要があります。
また、車内の消毒作業には非常に時間もかかるとのことで、ポータブルアイソレ
ーターで搬送することにより、車内の消毒作業の時間も削減されるとのことです。
職員の方々が、大変喜ばれております。
これから日本も冬になり感染者数も増加するとの情報もございます。
夷隅郡市消防本部の方々には、これからもご活躍いただきたいと思います。
そして地域の皆様と職員の皆様御自身の身を守るためにポータブルアイソレー

ターを御活用いただければ幸いと思っております。
 （株式会社千葉トーハツ商会）

愛知県名古屋市消防局VF53AS18台納入
名古屋市は全国第３位の人口を有する市であり、古くは三種の神器のひとつで

ある草薙剣を祀る熱田神宮があります。去る11月５日～11日にVF53AS18台を納入
致しました。
萬茂防災株式会社の氏家様が幾度も打合せを重ねたことや、「風土を活かし、

ともに創る　環境首都なごや」を目指す都市でもあることから、４サイクルポンプ
を採用して頂きました。
取扱説明は、更新前ポンプとの違いを入念に行い理解を深めて頂きました。
納入にご尽力頂いた萬茂防災株式会社様には厚く御礼申し上げます。

 （萬茂防災株式会社）

東京都新宿区V10G2 20台納入
令和２年11月20日に新宿区立北新宿生涯学習館において、新宿区危機管理担

当部立会いの下、自衛消防隊向けV10G２（D-１級/20台口）及びMPC-６Ⅱ型台
車、吸管、消防ホース等の納品検査を行いました。
可搬消防ポンプ放水テストについては、抜き取りで２台おこない問題なく合格
いたしました。
新宿区自衛消防隊の各倉庫は、大きさもさほど大きくないため、V10G２の大き

さが小さいことが高評価を受けております。
今回の納品にご尽力頂いた方々にはこの場をお借りして御礼申し上げます。

 （東京物産株式会社／根本様）

濃煙熱気実火災訓練装置【寒冷地仕様】北海道初上陸 !!
予てより商談を進めておりました濃煙熱気実火災訓練装置について、令和２年度11月に札幌市消防学校様へ納入を完了しました。
北海道という独自の環境下に対応すべく、今回は【寒冷地仕様】での導入となりました。
昨今の木造住宅減少による消防隊員の火災現場経験不足については、道内消防関係者に
おいても大きな課題とされており、今回の訓練装置導入は数年前より検討されておりました。
そのため、当該訓練装置の導入は、道内消防関係者のみならず、東北地方の消防関係者
からも注目されていると聞き及んでおります。
当該訓練装置の導入により、消防隊員方々の消火技術向上の一助になることを望むととも

に活動中の怪我や不慮の事故が少しでも減少することを祈念しております。
今回の導入に関してご協力頂きました関係者方々にはこの場をお借りして御礼申し上げま
す。
 （株式会社北海道モリタ／七條様）






